
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年12 月4 日（木） 
13：30～15：30 （開場 13：00～） 

    日 時 

平
成 

 

年
度 

認
知
症
講
演
会 

 
 

東広島市民文化センター 

  ３階 アザレアホール   

 

藤川幸之助 氏 
詩人・児童文学作家 日本児童文学者協会会員 

1962生 長崎大学教育学部大学院修士課程修了 

26 

    講 師 

写真：読売新聞社提供 

    会 場 

東広島市 

未来にはばたく国際学術研究都市を目指して 問い合わせ先 福祉部高齢者支援課 
       電話 082-420-0984  FAX 082-426-3117 

http://www.city.higashihiroshima.hiroshima.jp/ 



 

 

 

 

 
 

認知症は、自分自身や身近な人がいつ発症してもおかしくない病気です。認知症について正しい知識と理解があれば安心して生活を

続けることができます。東広島市では、認知症について理解を深め、認知症をもつ人やご家族が地域の一員として住み続けることがで

きるまちづくりをすすめています。 

 

藤川幸之助 
 

Konosuke Fujikawa 
 

写真：京都新聞社提供 

ブ
ー
ル
バ
ー
ル 

←
至
西
条
駅 

←至賀茂高校 

東
広
島
市
役
所 

中央生涯 

学習センター 

郵
便
局 

市民文化センターまで・・・ 

・市役所から徒歩５分 

・西条駅から徒歩 10分 

※ 駐車場には限りがあります。 

できるだけ、公共交通機関を 

ご利用ください。 

市民ホール 

建設中 

■詩人・児童文学作家。日本児童文学者協会会員 

■1962年生 長崎大学教育学部大学院修士課程修了 

■認知症の母親の介護の経験をもとに、命や認知症を題材にした作品を作り続ける。 

著作に、詩文集『まなざしかいご 認知症の母と言葉をこえて向かいあうとき』（中央

法規）、写真詩集『この手の空っぽは きみのために 空けてある』PHP 出版、『手をつ

ないで見上げた空は』（ポプラ社）、『満月の夜、母を施設に置いて』対談・谷川俊太郎 

絵・松尾たいこ（中央法規）、『やわらかな まっすぐ』（PHP 出版）、『君を失って、言葉

が生まれた』（ポプラ社）、絵本『大好きだよ キヨちゃん』（クリエイツかもがわ）、『ラ

イスカレーと母と海』（ポプラ社）『マザー』（ポプラ社）、CD版『マザー』（ポプラ社）、

『こころインデックス』（教育出版センター）等。 

共著に『人間といういのちの相(すがた)〈4〉』（東本願寺出版）天童 荒太他、『私、バ

リバリの認知症です』（クリエイツかもがわ）、『長崎の童話』『熊本の童話』（共にリブ

リオ出版）等多数。 

■全国各地で、認知症への理解を深めるため講演活動を行っている。また、「子ども達に

どのように認知症を伝えるか」「命に寄り添う」というテーマで研究を進め、大阪大学

大学院や長崎大学、活水大学などの大学でも講義や講演を行っている。 

■長崎市立晴海台小学校校歌作詞作曲。 

■著書をもとに NBC 長崎放送が制作したラジオ番組「マザー・詩人藤川幸之助が綴った

母との瞬間」が平成１６年度民間放送連盟賞最優秀賞受賞，文化庁芸術祭参加作品と

なる。 

■NHK「社会福祉セミナー」に「いのちをうたう」2013 年 4月より連載中 

 月刊｢同朋｣連載「おむつの詩」2010 年 1月より連載 

 月刊「おはよう 21」（中央法規出版）2011 年 4月より連載 

中央法規ウェッブ連載「まなざし介護」2009 年 4月より連載 

 月刊「介護人材 Q＆A」連載「明鏡止水」2009 年 10月より連載 
   

ウェブページ http://www.k-fujikawa.net/ 

facebook  https://www.facebook.com/fujikawa.konosuke 
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そ
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る
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『
満
月
の
夜
、
母
を
施
設
に
置
い
て
』 

（
中
央
法
規
） 

 

（講師プロフィール） 

西 条 

プラザ 

写真：京都新聞社提供 

 東 広 島 市 民 

文 化 セ ン タ ー 

３階アザレアホール 

http://www.k-fujikawa.net/

